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千葉市美術館市民ギャラリーについて                                                 

 

（１）展示スペースの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名称 床面積 壁面延長（基本形） 壁面高 

市民ギャラリー １ １６２．０㎡ 約４９ｍ ３．０ｍ 

市民ギャラリー ２ １３６．７㎡ 約３８ｍ ３．０ｍ 

市民ギャラリー ３ １６２．０㎡ 約４９ｍ ３．０ｍ 

 

※ ２室あるいは３室合わせてのご利用も可能です。 

※ 既存の壁面で展示スペースが足りない場合は、可動式壁面をご利用いただけます。 

 

 

・設置床面積 1㎡あたりの耐重量は

300kgまで 

・展示作品の大きさは、搬入用エレベ

ーターの内径（高さ 3ｍ×幅 2.4ｍ×

奥行 3.4ｍ)を考慮してください 
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（2）ご利用条件 

団体・グループでの展覧会利用にお貸し出ししています。活動場所の市内・市外は問いませ

ん。 

展示内容は絵画、彫刻、工芸、写真など美術に関連する作品に限ります。 

個展、また展示物の即売会・予約販売会の目的ではお貸し出ししておりません。 

 

（３）展覧会会期 

原則、６日間（火曜日～日曜日）を 1単位としてお貸し出ししています。 

別途料金がかかりますが、月曜日の午後 1時から開室することも可能です。 

ただし、全館休館日は開室できません。また、月曜日が祝日の場合は次の平日が休館日と

なるため、展覧会会期が５日間（火曜日休館の場合は、水曜日～日曜日）となります。 

 

（４）開館時間 

午前 10時～午後 6時（金曜日・土曜日は午後 8時まで） 

※この時間の範囲内で、ギャラリーの開室時間を決めることが可能です。 

 

（５）全館休館日 

毎月第 1月曜日（祝日の場合は次の平日） 

年末年始（12月 29日～1月 3日） 

 

（６）付属設備 

スポットライト・組立式パネル（有料）のほか、彫刻台・工芸台を無料でご利用いただけます。 

 

（7）利用料金（消費税込み） 

※1室 1日あたりのギャラリー利用料：９，６００円（税込）。展覧会会期が 5日間の場合は、1日分減額

します。 

※入場料等を徴収する場合、ギャラリーの利用料は 2倍の金額となります。入場料等の金額について

は、事前にお知らせ下さい。 

※物品の販売は別途利用料を徴収する場合がありますので、事前にご相談ください。 

 

 

 貸出単位 １部屋利用 ２部屋利用 ３部屋利用 

市民ギャラリー 

6日間 

（火～日曜日） 
５７，６００円 １１５，２００円 １７２，８００円 

月曜午後 ５，８３０円 １１，６６０円 １７，４９０円 

スポットライト 1日 100円／個 

組立式パネル 1日 100円／枚 

【施設利用キャンセルの取扱い】 

・ご利用 3か月前までのお申し出→利用料金の８割を返還します 

・以降のお申し出→利用料金は返還できません 
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（８）その他の注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 使用仮申請                                                    

 

（１）会場の確認（下見） 

初めてご利用の場合は、使用仮申請前に必ず会場の確認（下見）をお願いします。 

展覧会中の下見は、主催者や来場者の妨げにならないようにしてください。 

説明が必要な場合は、事前にご連絡ください。 

 

（２）市民ギャラリー使用仮申請書の提出 

「市民ギャラリー使用仮申請書」に必要事項を記入の上、期日までに提出します。 

 

【提出方法】 直接ご来館いただくほか、郵送で受け付けています。 

 

【提出期日】 

4月～9月の利用を希望される場合 ： 前年度の 9月 30日まで（必着） 

10月～3月の利用を希望される場合： 前年度の 3月 31日まで（必着） 

 

 

 

 

 

 

※例：2025年 7月の使用を希望→仮申請書を 2024年 9月 30日までに提出 

2026年 1月の使用を希望→仮申請書を 2025年 3月 31日までに提出 

次のものは館内及び展示室に持ち込み、また展示することはできません。 

 

・生花、植物 

・砂利や砂、土、木くず 

・悪臭を発し、または腐敗のおそれのある素材を使用したもの 

・火気を使用するもの 

・不快な音や大きな音、振動を発するもの 

・煙霧などを発生させる仕掛けのあるもの 

・動物（盲導犬など、身体障害者補助犬を除きます） 

・人に危害をおよぼしたり、施設や設備を汚損・毀損するおそれのあるもの 

・鑑賞者に著しく不快感を与えるおそれのあるもの 

・その他公序良俗に反するもの 
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（３）使用期間・部屋の調整 

使用希望が重複する場合は、美術館から個別に使用期間・部屋の変更をお願いして調整を

行います。調整がつかない場合は、コンピューターによる抽選となります。 

 

（４）使用期間・部屋の内定 

使用期間・部屋が内定しましたら、「市民ギャラリー使用仮申請書」提出締切日の翌月（4月

または 10月）の末日までに文書でお知らせします。 

 

（5）抽選後の利用申請 

抽選後は、空き室の利用を先着順に受け付けています。 

この場合も、「市民ギャラリー使用仮申請書」をご提出ください。 

 

2．利用手続き                                                      

 

（１）利用確認票の提出 

内定のお知らせに同封された「利用確認票」に、展覧会名や団体名、会期・開室時間など必要

事項を記入して提出してください。 

提出された情報は、千葉市美術館ウェブサイトの市民ギャラリースケジュールに掲載します。 

 

（２）使用本申請・施設使用料金の納入 

展示作業を行うまでに、10階事務室で施設使用料金を支払い、使用本申請を済ませてく

ださい。 

 

3．展覧会の準備                                                      

 

（１）利用者説明会への出席 

市民ギャラリーの具体的な利用方法について説明を行いますので、必ずご参加ください。

日時などの詳細は、利用が内定した際にお知らせします。 

 

（２）壁面レイアウトの作成 

利用者説明会でお渡しする「市民ギャラリー平面図」に希望する壁面レイアウトを記入し、搬

入作業日の２週間前までに美術館へ提出してください。 

壁の構造上、希望どおりのレイアウトにならない場合は、希望に近い可能なレイアウト案を

当館スタッフが作成し、ご相談します。 

実際の壁面の移動作業は、美術館のスタッフが行います。 

 

（３）搬入・搬出スケジュールの調整 

搬入・搬出作業の開始時間や車での搬入、作品輸送業者の利用の有無などを確認します。 
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（４）広報印刷物の作成 

展示に関するハガキやチラシ、ポスターなどの印刷物の作成は任意です。 

印刷前にデザイン案を美術館の担当者に提出してください。 

詳しくは別紙「広報印刷物の作成について」をご確認ください。 

 

（5）新聞・雑誌等の広報活動 

新聞•雑誌等で連絡先を美術館とする広報活動を行う場合は、前もってその内容を美術館に

お知らせください。 

 

4．展覧会の開催                                                     

 

（１）搬入・搬出作業 

作業の開始と終了時には、10階事務室で受付を済ませてください。 

① 搬入作業の日時 

展示する週の月曜日 午後 1時から午後 6時 

（月曜日の午後１時から開室する団体は、月曜日 午前１０時から午後１時） 

 

② 搬出作業の日時 

展示最終日（日曜日）の午後 6時から 7時 

（団体の都合により作業開始時間を早めることは可能です。午後 7時以降の延長はできま

せん。） 

 

（２）車による搬入・搬出 

① 1階荷解き場 

荷物の積み下ろしに利用する場所です。 

利用を希望する場合は事前にご連絡ください。 

作品などの積み下ろし作業が終了したら、すみやかに荷解き場から出庫してください。 

スペースが限られているため、譲り合ってのご利用をお願いします。 

 

② 地下２階駐車場 

収容台数が少ないため、周辺の有料パーキング等の利用をお願いする場合があります。 

 

（３）展示作業の諸注意 

・展示作業は、利用するギャラリー内で行ってください。大規模な造作を行ったり、壁に釘やねじ

を打ったりすることはできません。 

・展示・スポットライトの設置作業は、利用者の責任において行ってください。 

・搬入作業当日から展覧会会期中は、壁面レイアウトを変更することはできません。 
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・スポットライトなど有料の備品を使用した場合、展覧会最終日の作品搬出が終了するまでに

10階事務室で使用料をお支払いください。 

・搬出作業終了時には、ギャラリーをご利用前の状態に回復してください。 

 

（４）会場受付の設置場所 

各ギャラリーの受付は、原則として次の場所に設置して下さい。 

市民ギャラリー１・３ →ギャラリー内 

市民ギャラリー２   →ギャラリー内、あるいは準備室２と３のあいだの廊下 

 

（５）準備室（控室） 

各ギャラリーで利用できる控室は以下のとおりです。 

市民ギャラリー1 → 準備室 1 

市民ギャラリー2 → 準備室 2 

市民ギャラリー3 → 準備室 4 

※ 準備室３は市民ギャラリー備品の倉庫です。 

 

（6）ギャラリー展示室内および廊下での飲食はできません。控室内での飲食は可能です。 

また、全館禁煙です。 

 

（7）事故・盗難について 

展示期間中、作品あるいは利用者が持ち込んだ物品についての事故•盗難等について、美

術館では責任を負うことができません。 

作品および物品の管理や監視は利用者の責任において行ってください。 

 

（8）会場・備品類の毀損について 

会場、スポットライト・組立式パネル、展示道具およびその他備品類を毀損した場合は、利用

者に費用の負担を求めることがあります。 

また、展覧会終了後に毀損が発見された場合にも同様の処置を行う場合がありますので、

ルールを守って使用してください。 


